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松くい虫被害対策や竹林整備の取組

森林環境譲与税の令和２年度取組事例集（令和３年１２月）
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□ 事業内容
１ 松くい虫被害総合対策事業

• 松くい虫を駆除するための地上散布を実施した。

【事 業 費】412千円（全額譲与税）

【実 績】散布面積３ha×２回

２ 竹林整備事業

・ 放置竹林の拡大を防ぐために0.28haの竹林を伐採した。

【事 業 費】197千円（全額譲与税）

【実 績】竹林整備面積 0.28ha

➢ 坂出市は県下でも私有林等の面積が少なく、林業に特化した地域ではない。しかしながら，森林が少なからず存在している。

➢ 令和２年度においては、森林環境譲与税を活用して、以下の事業に取り組んだ。

• 松くい虫を駆除するための地上散布を実施した。

• 放置竹林の拡大を防ぐために０．２８ｈａの竹林を伐採した。

香川県 坂出市（松くい虫被害対策や竹林整備の取組）森林整備

①令和２年度譲与額 5,102千円

②私有林人工林面積（※１） 127ha

③林野率（※２） 28％

④人口（※３） 53,164人

⑤林業就業者数（※３） 5人（事業１：松くい虫被害
総合対策事業）

（事業２：竹林整備事業
施工前）

□ 事業スキーム

２ 竹林整備への支援（坂出市竹林整備事業）

１ 市が農薬の地上散布を業者に委託。

→業者が農薬の地上散布を行う。

□ 工夫・留意した点

• 農薬を散布するため、地元等に対する農薬散布の周知を徹底
するようにしている。

• 竹林は一度伐採してもすぐに生えてくるために、所有者団体
に継続的な維持管理を徹底するようにしている。

◇ 基礎データ

※１：「森林資源現況調査（林野庁、H29.3.31現在）」より、

※２：「2015農林業センサス」より、※３：「H27年国勢調査」より

（事業２：竹林整備事業
施工後）

所有者団体市 補助
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